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幸せな復活祭を迎えるために 

ブランチフィールド神父 

 

１月 28日、くもり。でも雲の間から日が差し込んで、新しい年は勢いよく走り

出している。まもなく２月。大自然も歩調を合わせて、梅の花が膨らんで、咲い

ているところもある。希望をもって春の到来を迎えるように、呼ばれている感じ

がする。教会の暦も、希望をもって復活祭を迎える心の用意をして、喜びをもっ

て祭日を祝うように招いています。 

 ２月 18 日は灰の水曜日、四旬節の始まりです。かつては暗い雰囲気の季節で

あったが、決してそういう時ではない。温かい愛をもって弱さのある私たちを見

ておられる神様ですから、希望と信頼をもって過しましょう。日頃の生き方を振

り返って、反省や方向転換の要るところを見つけるように祈りましょう。 

 神様の心は愛そのものです。愛が話題となると、忘れてはならないことがあり

ます。人はまるっきり一人にはなれません。どこへ行っても、すべての人から離

れても、まだ神様が心の中におられます。だから心の扉を大事にしなければなり

ません。わがまま、怒り、恨み、憎しみなどが入ると神様にふさわしくない。反

省の時に、そうしたものやすべての悪から解放されるように祈りましょう。 

 神様の愛の心の証し人となるように、今年の四旬節が幸せな、恵みの多い時と

なるように、お互いのために祈りましょう。 
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2026 年 ２月度 教会委員会報告 
 

開催日時：2026年１月 18日(日) 11時 40分～12時 50分 

出席者：ブランチ神父、委員長、教会学校、副委員長、副委員長、典礼、財務、監査、 

総務、宣教司牧、福祉、広報、中高大青会、一粒会、市内キリスト教連絡会、 

ｼｬﾙﾄﾙ聖ﾊﾟｳﾛ修道女会、聖母訪問会、書記 

※コミュニティ代表者：(Ａ）、(Ｂ）、(Ｃ） 
 

□ブランチ神父のお話し 

 クリスマスの飾り付け及び当日の事、皆さんの協力に感謝します。とても良か

ったです。昨年は聖堂の外装修繕という大きな工事がありましたが、司祭館を

もっと使いやすい場所にするのはどうでしょうか、皆さんで考えてみる必要が

あると思います。 

 

□全体の報告および連絡事項 

１．バザーの収益の内 

１）15万円をセーブザチルドレン「ガザ緊急子ども支援」に送り、感謝状と

受け取った。 

２）残り 10万円を聖堂屋根の十字架修理に充てた。 

２．クリスマスの活動 

１）12 月 23 日にモンタナ幼稚園と合同で聖テレジア病院のクリスマスキャ

ロルを実施。 

２）中高生会、副委員長で「初めてミサに来られた方へ」冊子を作成。 

３）25日 10時の主の降誕ミサ後、パーティを開催。 

４）高齢者へのクリスマス送迎タクシーサービスを試みた。 

３．１月１日「神の母聖マリア祝日」11時ミサ後、新年のお祝いを実施。 

４．１月 11日「成人のお祝い」。対象者３名の内２名が出席。ミサ後、お茶会と

ご家族の方々と会食。 

５．片瀬江ノ島駅ナビタ契約更新済(期間‘26年２月１日～‘27 年１月 31日、 

契約料 165千円） 

６．電話連絡網更新、配布済。 

 

□各部会からの報告 

財務部 

2025年会計来月報告するが、約 400万円のマイナス。要因は聖堂外装修繕工

事。但し、必要なものにはお金をかけることが必要で、無理・無駄は避けて

ほしい。 

 

総務部 

総務部部長は 2025年は延長の一年間という事だったので交替となった。この

件に関しては総務部並びに関係者で合意をとっていたが、委員会の中で明確

にされていなかったという指摘があった。今後はそのような事が無いように、
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また再度片瀬教会の規則を確認、見直す必要があるという事になった。 

 

典礼部 

四旬節の予定 

１）灰の水曜日 ２月 18日 ミサ：10:00、19：30 

２）金曜ミサ時間変更 (四旬節中２月20日〜３月27日)の金曜ミサは９:00

からに変更、ミサ後十字架の道行き。 

３）聖ヨセフ祝日 ３月 19日(木) ミサ：10：00 

４）受難の主日（枝の主日） ３月 29日 

・枝切り ３月 26日(木) 典礼係  ・枝作り ３月 27日(金) 典礼係+

有志 

  ５）黙想会は、３月 15 日 指導は、レデンプトール会 萩原神父様に決定。 

  ６）聖週間の予定は、３月度教会委員会で確認する。 

  ７）復活の主日は、第１主日であるが子どものミサとしない、４月は子ども

のミサ無し。 

 

福祉部 

12月小さき花の園でクリスマス会を行った。 

   

中高大青会 

１）クリスマスミサに初めて来られた方のためにミサ式次第を子ども達と

作成し、教会の宣教につながる体験をした。 

２）１月 11 日成人の祝いのミサ。ミサ後は、お祝いの会を行いご家族との

交流を深めました。 

 

教会学校 

12月 24日 16時から中高大青会とクリスマス合同ミサ前の会を行った。 

  

一粒会 

教区から今年の小教区委員名簿の提出要請があり、飯塚、池尾２名の名簿を

提出。２月に司教様からの委任状が届く予定。 

 

市内キリスト教連絡会 

キリスト教一致のための合同祈祷会 日時：１月 24日(土)14：00～15：30  

場所：日本基督教団藤沢北教会(六会日大前) 

 

修道会から 

Sr.原田より 聖母訪問会モンタナ修道院が新しくなり、多くの方の見学や

寄付を頂き有難うございました。 

 

 

営繕及び営繕プロジェクト  
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  別紙にて、昨年の実績及び今後の予定案の説明があった。 

 

□検討・討議事項 

1. 営繕計画の信徒の意見をきくためアンケートを行うがそのドラフトを今回の

委員会で共有した。委員会メンバーの中で追加項目などあったら、２月１日

までに知らせて欲しい。それを元に信徒全体にするアンケートとして最終版

を作成し配布をする事とする。 

 

２．信徒大会は、２月 22日予定。２月８日教会委員会で資料の確認を行う。 

 

３．信徒会館の掃除は、第２，４主日の８時ミサの方にお願いする。 

           次回委員会開催 ２月８日 

 
 

成人式のお祝い 

１月 11日、主日のミサの中で、新成人のお二人が神父様から祝福を受けられま

した。宮國委員長から、「小さい時からこの共同体で育った皆様が、成人の日を迎

えられ、共にお祝い出来ました事が私達にとって大きなお恵みです。」との励まし

の言葉がありました。 

 

 

 

 

 

成人の祝福をいただいて          

                           マリア ルチア 三浦花  

このたび教会で成人の祝福をしていただきました。これまで支えてくださった

家族や周囲の方々への感謝の気持ちを改めて実感するとともに、大人として歩み

始める責任も感じる大切な時間となりました。温かい祈りと励ましの言葉を胸に、

これからも人とのつながりを大切にしながら、一歩ずつ成長していきたいと思い

ます。 

マリア ルチア  M.H. 

マリア      N.M. 

 

k 
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キリスト教一致祈禱週間 
聖公会、カトリック合同礼拝に参加して 

                                

H. K.   

遠い昔、キリスト教を基盤とする団体で働いていた時期に、カトリック、聖公会、

プロテスタントと各々の仕方でのミサ、礼拝に与りつつ仕事をし、先輩達と共に

過ごしていました。仏壇と神棚のある家で育っていた私は、唯一の神を信じ、復

活を信じ、自らを犠牲にして人間の罪を赦し救ってくださったイエス様を信仰す

るキリスト教が何故分裂したのだろうと若さ故に、浅学故に、疑問を持っていま

した。 

 2000年の長い歴史の中で、その時代の思想に基づき、その時代の真実を求めて

行動し戦ってきた事実を学びました。その後、様々な経験を経て、山の頂上への

登山口がいくつかある様に向うゴールは同じでも、人との出会いや学びの場、近

所の教会など各々の異なる場で、神に導かれ支えられていると思えるようになり

ました。 

 この度の合同礼拝では 20 人あまりのカトリック、聖公会の神父様、牧師様と

信徒たちが、改修後の明るい聖堂に一堂に会しました。讃美歌や聖歌の力強い声

に力を得、「光を信じて、同じ光を見つめて共に歩いていきましょう。」との説教

に励まされました。キリスト教を信じる者たちが、宗派を超えて繋がり親睦を深

め、平和な日常が続く様にと祈り、願い、行動することを担わされていると感じ

ました。 

 １月 24 日に藤沢市内の教会で、宗派を超えた祈禱会があり，キリスト者が一

堂に繋がって平和な社会が続く様にと祈ります。参加しようと思っています。 

 

 

 

 

 

 会場となった改装された茅ヶ崎教会 
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聖テレジア病院クリスマスキャロル 

池尾昇治  

 

昨年 12月 23日に聖テレジア病院で片瀬教会、モンタナ幼稚園の有志によるク

リスマスキャロルを行いました。事の起こりは昨夏のある日、私が聖テレジア病

院で仕事をしていると企画室長が「コロナ前に行われていたクリスマスキャロル

を復活させてほしいと看護部から声が上がったのだけれども、池尾さん誰がやっ

ていたか知らない？病院に記録が残っていないのですよ。」と話しがありました。

私は知らなかったのですが、この室長は勘を働かせて片瀬教会に電話したところ

神父さんが「それは聖歌隊でしょう、池尾さんです」と回答したらしい、という

ことで…。運よく過去のことを知っていらっしゃる方がいて、「マリアコーラス」

というモンタナ幼稚園の保護者有志の方々が歌っていてさらに幸運なことにそ

のメンバーが信徒にいらしてお話しを伺うことができました。 

「マリアコーラス」は残念ながら、コロナ禍で自然消滅してしまったとのこと。

ただ楽譜はあるので使ってくださいと貸してくださいました。他にやる人がいな

ければここは教会で有志募ってやってみるかと思い、教会委員会に諮ったところ

全員賛成。事を進めることにし聖テレジア病院にキャロリングを引き受けること

を伝えたら大喜び、総務部と連携して準備することになりました。 

さて、「マリアコーラス」のこともあり、「この際だからモンタナ幼稚園の園児

も参加してもらおう、地域連携だ！」というアイデアが浮かびチラシで募集した

ところ、親子、職員さん８組(子ども８人)15人ほどの申込がありました。教会側

もバンドメンバー含め 15人ほど計 30人。待降節の忙しい時期で集まって練習す

る時間がなく、一度バンドメンバーで合わせをしたきり、当日本番前に合わせを

するというプロ並みのスケジュールだったにも関わらず皆さん自習してきてく

れてきれいなコーラスを響かせてくれました。 

本番は、当初２～４階の各フロアで行う予定でしたが、インフルのため１フロ

アがキャンセル、２回公演になりましたが、子ども達は天使の羽をつけ、ロウソ

ク型ライトを持って歌います。各フロアには多くの患者さんが集まっていてその

前で６曲披露。最後の「もろびとこぞりて」は、病室から出られない方のために
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フロアを歌いながら一周しましたが、「本当にもろびとこぞりて、だよなあ」と感

じていました。子ども達のあどけない歌声に皆ほっこり。患者さんだけでなくナ

ース、職員も手拍子をしたりして楽しんでくれている様子。初めは見ていただけ

だった職員が次第に機材の運搬を手伝ってくれ、終わりには一体感も生まれてい

ました。 

終わってから子ども達へ病院からクリスマスプレゼントがあり、参加した方々

皆笑顔で「良かったねぇ」と声を掛け合う光景が見られ、最後の子ども達一人一

人とハイタッチしてお別れしました。患者さんやナース、職員を明るくできたこ

とと地域の人たちが一緒になってやれたことは、本当に有難い気持ちでいっぱい

です。今年も入院患者さんを力づけられるようなことができたらいいなと思って

います。神に感謝。 
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ステラマリスからのご報告 

 

 皆様ご存知の通り、昨年 12 月に“ステラマリス”の献品箱を聖堂入口に置か

せて頂きました。クリスマス前に横浜港に停泊する船員さん達に、一年間使って

頂く日用品をお届けするためです。皆様のご協力により、お陰様で 50 組ものセ

ット(毛糸の帽子、タオル、石鹼、歯ブラシ、カレンダー)が出来、末吉町教会に

お届けすることが出来ました。 

 末吉町教会では、横浜教区から集まった沢山のプレゼントを持って、乗船許可

に必要なパスポートを持った神父様たちが、直接船員さんに手渡してくださいま

した。特に毛糸の帽子は、厳寒の中で働く船員さん達には必需品で、皆様とても

喜んでくださいました。私達の生活に必要な物質の 99.7%は、海を渡り船で運ば

れて来ています。その必要を満たすため船員さん達は、家族を残して一年の大半

を船の上で働いています。 

 教皇庁は、７月の第２日曜日を「船員の日」と定め、世界中の司牧者、信徒に、

船員さんのために祈るよう呼びかけています。“ステラマリス”はその呼びかけに

答え、祈り、お支えするために、船員さん達が「我が家に居る様に感じられるよ

う」長年お手伝いをさせて頂いています。皆様の沢山のご協力に感謝いたします。

特に毛糸の帽子を一年に渡り編んでくださった“クリババちゃんの会”(編み物の

会)の皆様、本当にありがとうございました。 

 “ステラマリス”は海の星と言う意味です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。      

福祉部  西田芳子 

 

 

2025年ステラマリスに集まった寄附品 

毛糸帽子   103 

石鹼      33 

歯ブラシ   73    

カレンダー  26 

タオル    17 

タオル    17 
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2026年２月  

☆教皇の意向：難病の子どもたち 
  難病の子どもたちとその家族が、必要な医療と支援を受けることができますように。

そして、力と希望を失うことがありませんように。 

☆日本の教会の意向：信仰の証し人 
  信仰の証し人の取り次ぎを願って祈ります。多くの苦難の中にあっても深い信仰を

保った日本の殉教者に倣い、より一層神に信頼と希望をおくことができますように。 
                  （祈りのしおり「きょうをささげる」より） 

☆典礼と行事・活動予定 
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◆お知らせ◆ 

〇「毎日のミサ」(2026 年５月～）の年間購読をご希望の方は、掲示板の申込用

紙に氏名をご記入ください。締切りは、２月 15日(日)です。 

 

〇２月 18日「灰の水曜日」のための枝を集めます。２月 12日(木)までに聖堂の

箱にお入れください。 

  

〇２月 22日(日)10時のミサ後に聖堂で「2026年信徒大会」を開催します。 

一年に一度、信徒が一堂に会し私たち自身の教会のことを話し合う大切な場で

す。多くの皆様の参加をお願いします。 

 

〇２月の金曜講座は、「ヨハネの手紙」を読み、既習した「ヨハネによる福音書」

との関連などを学びます。どなたでもお気軽にご参加ください。 

 

〇３月３日（火）19時よりカトリック藤沢教会にて「テゼの祈り」が開催されま

す。キリスト教一致祈禱週間に限らず、教派を超えての祈り、歌い、黙想する

場です。どうぞご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

2026年 2月号                                   発行 カトリック片瀬教会 

     〒２５１－００３５     藤沢市片瀬海岸２－２－３５ 

TEL/FAX ０４６６－２２－４６４６ 

https://www.catholickatasechurch.com  
 

 

https://www.catholickatasechurch.com/

